
令和５年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和 5 年 7 月 21 日 

岡山市長 様 

                 応募者代表 団体名 岡輝ケアカフェ               

                       氏 名 代表 砂場 真弓              

 

令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称 岡輝災害時要配慮者避難シミュレーションプロジェクト 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

災害時「逃げる」に困るさまざまな塞がりのある方が地域には多くいます。 

個別避難計画作成が進む中、要配慮者の受け皿のイメージがつきません。 

要配慮者数と福祉避難所受入れ人数が明らかに違うことや 

マンパワーも環境整備も準備が出来ていない現状と課題を知り 

要配慮者の逃げ先を増やしていくことをみんなで取りくむ。 

「地域住民」「自治体」「関係機関」「医療・介護の専門職」など 

それぞれの立場の人が「協働」して取り組める仕掛けをしていく。 

課題の共有、配慮が必要な方への対応のポイントや手立てを考えた上で 

住民主体で避難所設営を一般避難所で行い、福祉スペースの可能性を図っ

ていくことで誰もが取り残されない優しい地域を目指す。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  

コミュニティの崩壊や多世代間の確執を補い、つながり

や担い手の創出を埋めるべく共通の課題「災害」につい

て取り組むことが出来る。誰もが地域がつながらねばと

いう必要は感じながらも、主体は誰かと悩み、なかなか

前にいかない状況に、自治体や関係機関、専門職と一緒

に取り組むことで、主体は「自分たちではない」から「自

分たちかも」、いや「自分たちでするしかない」という

住民組織力を上げていくことが出来ている。 



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 岡輝災害時要配慮者避難シミュレーションプロジェクト 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

岡輝中学校区という小地域で、「自治体」「関係機関」「地域住民」「医療・介護の専門職」で 

協働して「要配慮者」の災害時の逃げ先確保のための取り組みを行うことで、災害に強いまちづく

り～誰も取り残されない優しい地域づくりのテーマと合致している 

 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

災害時に岡輝学区の要配慮者のいのちと健康、尊厳を守るため避難所や福祉避難所の設置運営体制

や災害行動を確立していく。そのプロセスで地域や関係者がお互いの可能性やキャパを知った上で

協働してまちづくりを行い、お互いの立場が思いやれるやさしい地域を目指して、それぞれが主体

性を持って取り組めることを目指す。 

 

 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

① 岡輝中学校区（清輝小学校・岡南小学校）地域住民のキーパーソン 

 町内会長 民生委員 地区社協 他３０人 

 

２ 活動内容、実施方法など 

自治体（危機管理室・保健福祉企画総務課）＋岡輝学区内福祉避難所協定施設（特養・公民館） 

＋関係機関（社会福祉協議会・地域包括支援センター・保健センター・予防センター・ 

災害支援ネットワークおかやま・岡山赤十字本部） 

＋専門職（医療・介護）と一緒に 

★「合同会議」で問題共有 

★「HUG 訓練」で机上での事前準備 

★公民館で「避難所（福祉スペース）設営訓練」で要配慮者避難場所の可能性をはかり、 

逃げ先の拡大を行なう 

 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

時間をかけて地域住民と自治体との関係づくり、専門職同士の横連携深め 

一緒に取組む成功体験を重ねることで連携のいい気運ができ、 

他の地域課題のとりくむための地域土壌がよくなる 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

 

 

 

始期： R５ 年  ２月～ 

□ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和 ５ 年 10 月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

「防災」という多世代で協同してとりくみやすい課題でともに考えることができた成功体験が 

距離を縮め、他のさまざまな地域課題も取りくめる「きっかけづくり」となり 

居場所づくり、見守り体制づくり、みんなでかんがえる場づくりなど 

多様な取組への可能性が拡がった。 

 



協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

各知識や情報、それぞれの立場での思いなど共有し、一緒に考えることで 

関係性が深まりお互いの信頼感が高まった。。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡輝学区内福祉避難所協定施設（ぬくもりの里あおえ・あさひ園） 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（  ） 

役 割 特別養護老人ホーム 福祉避難所の立場としての連携 

団 体 名 岡山市立岡輝公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 福祉避難所代替え可能性拠点  地域中心拠点として 

団 体 名 岡山市役所危機管理室 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ■行政 □その他（  ） 

役 割 防災とりくみ、福祉避難所担当として重要部署 

団 体 名 社会福祉協議会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（  ） 

役 割 地域づくり、支え合い活動の協力団体として 

団 体 名 災害支援ネットワークおかやま 

団体種別 □住民自治組織 ■市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（  ） 

役 割 発災時の協力団体としての連携 

団 体 名 日本赤十字社岡山県支部 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（  ） 

役 割 災害拠点中心としての連携 

団 体 名 岡南連合町内会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 町内会長（地域のキーマン） 

団 体 名 清輝学区連合町内会 

団体種別 ■住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 町内会長（地域のキーマン） 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

  


